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１．輸送安全確保の観点から、京葉線泊り行路の睡眠を目的とした乗務の中断は着発６時間以上とすること。 

また、丸の内車掌区泊を東京電車区泊とすること。 

回 答：乗務割交番作成規定に基づき行路を作成している。なお、現時点で東京電車区の寝室を使用する考え 

はない。 

 

 

 

 

 

 

 

２．平日４行路の夕方における食事を目的とした乗務の中断を拡大すること。 

回 答：乗務割交番作成規定に基づき行路を作成している。 

 

 

 

 

３．休日６行路１８３５Ｙ～２０３５Ａまで継続乗務（蘇我駅１１分・東京駅６分）のため生理現象など考慮した      

乗務列車の見直しを行うこと。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 
 

４．平日・休日ともに３４行路の労働時間 A が９時間を超え、他の行路との差が大きいことから労働時間の    

平準化を図ること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 
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５．在宅休養時間確保の観点から、昼間帯に乗務する日勤行路を増とし、自宅から出退勤できるように      

行路設定を行うこと。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

６．新人車掌の養成、安全安定輸送確保の観点から、行路数を増とすること。また、現在丸の内車掌区が宿泊   

していない箇所に宿泊する行路を設定すること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 
 

７．新型コロナウイルス感染症を考慮し以下の行路の便乗列車および区間を見直すこと。 

① 休日６行路明け便１００２Ｙ、平日３７行路明け便８７９Ｅ、休日３８行路明け便６７０Ｅは便乗者が複数に     

ならないように設定すること。 

② 平平３７行路明けの便乗については、府中本町から東所沢までは回送列車に便乗とすること。 

③ 休休３８行路は宿泊地を蘇我運輸区京葉派出泊から本区泊へ変更すること。 

回 答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、行路を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 

 


